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平成１８年２月号　（２）

◆
新
庁
舎
開
庁
式
（
二
月
二
日
）

　

一
昨
年
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た

新
庁
舎
建
設
は
二
月
、
本
庁
舎
の

建
設
を
終
了
し
、
六
日
開
庁
の
運

び
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
二

日
、
開
庁
式
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
あ

り
、
関
係
者
が
新
庁
舎
の
完
成
を

祝
っ
た
。

　

開
庁
式
で
は
「
喜
界
町
役
場
」

の
名
碑
の
除
幕
式
が
あ
り
、
湾
小

学
校
、
三
中
学
校
、
喜
界
高
校
の

生
徒
代
表
五
人
と
加
藤
町
長
、
乾

和
夫
町
議
会
議
長
が
名
碑
の
除
幕

を
行
っ
た
。
続
い
て
第
一
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
国
旗
・
町
旗

の
掲
揚
が
あ
り
、
澄
み
切
っ

た
青
空
に
真
新
し
い
二
本
の

旗
が
な
び
い
た
。

　

最
後
に
町
三
役
、
議
会
議

長
、
晴
永
清
道
教
育
長
ら
七

人
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入

れ
、
町
政
の
新
た
な
門
出
を

祝
っ
た
。

　

加
藤
啓
雄
町
長
は
、「
行

政
水
準
の
向
上
を
図
り
、
町

職
員
と
も
ど
も
心
を
新
た

に
、
豊
か
な
町
づ
く
り
へ
一

層
の
努
力
を
注
い
で
い
く
」

と
決
意
と
町
民
へ
の
感
謝
を

述
べ
た
。
乾
議
長
は
「
新
庁
舎
は

自
立
自
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
も
立
派
な
議
場
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
魂
を
込
め
て
議
論
し
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

　◆ 新庁舎で業務開始　◆ 

豊かな町づくりに向け発進
～自立自興のシンボルに～

　

新
庁
舎
開
庁
式
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
開
所
式
が
二
月
二
日
、

新
庁
舎
正
面
玄
関
前
で
あ
り
、
議
会
議
員
や
区
長
会
、
小
中
高
生
代
表
、

役
場
関
係
者
ら
が
新
庁
舎
の
完
成
を
祝
っ
た
。
新
庁
舎
は
二
月
六
日
開

庁
し
、
新
し
い
庁
舎
で
の
業
務
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
同
時
に
地
域
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
も
導
入
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
町

民
と
行
政
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
始
ま
っ
た
。
加
藤
啓
雄

町
長
は
開
庁
式
で「
町
職
員
と
も
ど
も
心
を
新
た
に
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
へ
一
層
努
力
す
る
」
と
誓
い
を
新
た
に
し
た
。 

六
日
に
は
旧
庁
舎
の

閉
庁
式
も
あ
り
、
四
十
七
年
間
慣
れ
親
し
ん
だ
庁
舎
に
別
れ
を
告
げ
た
。

「
湾
六
十
一
番
地
」
に
お
別
れ

地域インターネット事業もスタート
～自宅から申請書など入手可能～

　６日は本庁と出先機関、行政と住民を結ぶ地域イ

ンターネット事業もスタートした。庁内端末をＬＡ

Ｎで結び、本庁と各出先機関や各小学校を高速ネッ

トワークでつないだ。役場（２台）、図書館、中央

公民館にだれでも利用できるインターネット公衆端

末を４台設置。ホームページ（http://www/town. 

kikai.lg.jp）もリニューアル、インターネットを活用

し町民に行政情報を提供できる体制を整えた。今後

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
も
設
置

は、自宅からインターネットを利用して届出、各種申請書や申込書などが入手できるようにな

る。また、庁舎西側の展望台にライブカメラを設置。ホームページからアクセスすれば、世界

のどこからでも現在の喜界島を見ることができる。加藤町長は事業開始に当たり「情報化社会

や住民ニーズに応じた行政サービスの充実に、なお一層努めていく」と、あいさつ。地域イン

ターネットにより、地域格差のない行政サービスと住民の行政参画を推進する。同事業は総務

省の補助事業を導入したもの。総事業費は７５００万円。



（３）　平成１８年２月号

◆
新
庁
舎
業
務
開
始（
二
月
六
日
）

　

二
月
四
・
五
の
両
日
、
全
職
員

で
引
っ
越
し
作
業
を
進
め
、
六
日

の
業
務
開
始
に
備
え
た
。

　

役
場
移
転
に
伴
い
、
バ
ス
路
線

も
島
内
循
環
ル
ー
ト
が
変
更
さ

れ
、
役
場
庁
舎
前
を
通
る
こ
と

に
。
六
日
午
前
八
時
過
ぎ
、
玄
関

前
に
一
番
バ
ス
が
到
着
。
加
藤
町

長
を
は
じ
め
町
職
員
が
拍
手
で
迎

え
る
中
、
運
転
手
と
乗
客
に
花
束

が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
で
職
員
朝
礼
が
行
わ
れ
、
加
藤

町
長
は
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
・
ロ

マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
言
葉
「
変
え
得

る
も
の
を
変
え
る
勇
気
と
、
変
え

ざ
る
も
の
に
堪
え
る
勇
気
」
を
引

用
し
、「
大
切
な
も
の
は
守
り
続

け
、
変
化
に
は
素
早
く
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が『
勝
』

と
『
負
』
の
分
か
れ
目
。
意
識
を

切
り
替
え
、
創
意
・
創
造
の
で
き

る
職
員
、
風
通
し
の
よ
い
明
朗
な

職
場
を
期
待
す
る
」
と
新
庁
舎
で

初
の
訓
辞
を
述
べ
た
。

◆
旧
庁
舎
閉
庁
式
（
二
月
六
日
）

　

旧
庁
舎
は
昭
和
三
十
四
（
一
九

五
九
）
年
に
建
て
ら
れ
、
既
に
四

十
七
年
の
歳
月
が
経
過
。
老
朽
化

や
機
構
の
拡
大
、
課
の
再
編
、
増

改
築
等
に
伴
い
、
行
政
上
の
不
便

を
抱
え
て
い
た
。

　

役
場
が
旧
庁
舎
の
場
所
に
建
て

ら
れ
た
の
は
、
湾
・
早
町
の
二
方

が
合
併
し
、
喜
界
村
と
な
っ
た
明

治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
。
大

正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
、
い
っ

た
ん
分
村
し
、
喜
界
村
は
昭
和
十

六
（
一
九
四
一
）
年
に
町
制
を
実

施
し
た
。
そ
の
後
、
喜
界
町
と
早

町
村
は
昭
和
三
十
一（
一
九
五
六
）

年
再
び
合
併
、
一
町
一
島
と
な
っ

た
。
実
に
百
年
近
く
に
わ
た
り
、

喜
界
村
、
喜
界
町
の
行
政
は
「
湾

六
十
一
番
地
」で
行
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
意
味
で
役
場
移
転
は
、
百
年

に
一
度
の
歴
史
的
に
も
大
き
な
出

来
事
で
あ
っ
た
。

　

閉
庁
式
は
六
日
午
後
四

時
、
旧
庁
舎
玄
関
前
で
あ

り
、
加
藤
町
長
、
中
島
智
一

町
議
会
副
議
長
が
あ
い
さ

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
万
感
の
思
い

で
旧
庁
舎
に
別
れ
を
告
げ

た
。
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
国
旗
・
町
旗
を
降

納
。「
蛍
の
光
」
が
流
れ
る

中
、
加
藤
町
長
、
中
島
副
議

長
が
正
面
玄
関
の
鍵
を
閉

め
、
一
世
紀
近
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
た
。

◆
新
庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
足
か
ら　

年　
１８

　

各
地
で
市
町
村
合
併
が
進

み
、
県
内
の
市
町
村
は
九
十
六
か

ら　

四
十
九
に
減
少
す
る
。
上
級

官
庁
や
他
市
町
村
か
ら
は
「
こ
の

時
期
に
新
庁
舎
…
」
と
の
声
も

あ
っ
た
が
、
新
庁
舎
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
準
備
委
員
会
発
足
（
平

成
元
年
一
月
十
二
日
）
か
ら
既
に

十
八
年
の
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
町
民
、
職
員
に
と
っ

て
「
よ
う
や
く
」
の
感
が
あ
る
。

　

開
庁
式
で
乾
和
夫
町
議
会
議
長

は
、
新
庁
舎
を
「
自
立
自
興
の
シ

ン
ボ
ル
」
と
例
え
た
。
一
町
一
島

の
道
を
選
択
し
た
喜
界
町
の
「
象

徴
」
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
同
新

た
な
決
意
で
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。



平成１８年２月号　（４）

　

「
喜
界
島
（
奄
美
）

の
歴
史
と
民
俗
を
語
る

夕
べ
」
で
は
、
先
に
喜

界
島
入
り
し
、
遺
跡
視

察
や
遺
物
を
鑑
定
し
た

太
宰
府
市
教
育
委
員
会

の
中
島
恒
次
郎
・
山
村

信
榮
両
氏
が
講
演
し

た
。

　

山
田
中
西
、
山
田
半

田
遺
跡
で
は
古
代
・
中

世
の
中
国
、
朝
鮮
半
島

の
陶
磁
器
や
徳
之
島
の

カ
ム
ィ
ヤ
キ
、
岐
阜
県

東
美
濃
産
の 
灰
釉 
陶
器

か
い
ゆ
う

な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

　

遺
物
を
鑑
定
し
た
中
島
氏
は

「
主
に
奈
良
時
代
の
後
半
か
ら
室

町
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
て
い

る
。
中
で
も
平
安
後
期
の
陶
磁
器

が
多
い
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
特

に 
越  
州  
窯 
系
青
磁
（
※
Ⅲ
類
）

え
つ 
し
ゅ
う 
よ
う

に
言
及
。「
平
安
京
や
太
宰
府
、

も
し
く
は 
鴻  
臚  
館 
（
※
）
な
ど
、

こ
う 
ろ 
か
ん

都
や
国
の
施
設
で
出
土
し
た
越
州

窯
系
青
磁
が
、
喜
界
島
で
も
出
て

い
る
。
九
州
本
土
で
も
出
土
例
は

少
な
く
、
な
か
な
か
出
る
も
の
で

は
な
い
。
驚
き
だ
」
と
語
っ
た
。

　

越
州
窯
系
青
磁
は
、
中
国 
浙  
江 

せ
っ 
こ
う

省
で
作
ら
れ
た
貿
易
陶
磁
器
（
中

国
や
朝
鮮
半
島
、
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
の
国
々
で
生
産
さ
れ
た
陶
磁

器
）。
日
本
で
は
平
安
中
期
に
使

用
さ
れ
た
高
級
磁
器
で
貴
重
品
と

さ
れ
る
。
多
く
は
国
家
的
レ
ベ
ル

の
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
国
産
の
定
窯
系
・
け

い
窯
系
白
磁
（
Ⅰ
類
）
と
朝
鮮
半

島
産
の
初
期
高
麗
青
磁
（
Ⅰ
類
）

も
、
中
島
・
山
村
両
氏
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
た
。
白
磁
は
八
世
紀
末

か
ら
十
世
紀
中
頃
の「
優
品
」。
中

島
氏
が
「
珍
し
い
」
と
指
摘
し
た

初
期
高
麗
は
、
十
一
世
紀
後
半
か

ら
十
二
世
紀
前
半
の
磁
器
。
白
磁

中
心
期
の
数
少
な
い
青
磁
で
、
こ

ち
ら
も
「
優
品
」
と
い
う
。

　

そ
の
他
、
太
宰
府
で
奈
良
時
代

の
終
わ
り
頃
に
初
現
す
る
越
州
窯

系
青
磁
Ⅰ
、
Ⅱ
類
や
鎌
倉
・
室
町

時
代
の 
龍  
泉  
窯 
系
青
磁
（
中
国

り
ゅ
う 
せ
ん 
よ
う

産
）、
須
恵
器
の
蓋
の
破
片
、
う
る

し
塗
り
を
模
し
て
作
ら
れ
た
黒
色

土
器
、
初
期
高
麗
青
磁
Ⅲ
類
な
ど

が
確
認
さ
れ
た
。

　

中
島
氏
は
「
国
家
的
色
彩
の
強

い
遺
物
が
出
て
い
る
と
言
え
る
」

と
し
た
上
で
、「
こ
れ
ら
の
遺
物

は
航
路
上
の
産
物
と
考
え
る
こ
と

も
可
能
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
博

多
や
堺
の
商
人
が
中
国
と
日
本
を

行
き
来
す
る
過
程
で
持
ち
込
ま
れ

た
の
で
は
な
い
か
」と
推
測
す
る
。

　

こ
れ
に
は
、
商
人
が
食
器
と
し

て
使
用
し
て
い
た
和
泉
産
の 
瓦  
器 

が 

き

や
東
播
磨
産
の
須
恵
器
の
骨
鉢
が

遺
跡
で
確
認
で
き
れ
ば
、
裏
付
け

ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

　

山
村
氏
も
同
じ
く「
山
田
半
田
、

山
田
中
西
遺
跡
か
ら
日
本
の
歴
史

の
中
で
も
希
少
価
値
が
高
く
、
太

宰
府
で
も
出
土
が
少
な
い
輸
入
陶

磁
器
が
出
て
い
る
」
と
指
摘
。
掘

立
柱
群
に
つ
い
て
は
「
平
安
以
降

の
九
州
の
建
物
に
似
て
い
る
。
主

体
的
建
物
は
本
土
的
で
、
周
り
の

建
物
は
奄
美
と
似
て
い
る
」、
土

構
墓
に
つ
い
て
は
「
十
世
紀
ご
ろ

は
建
物
の
近
く
に
墓
は
つ
く
ら
な

い
。
ま
た
、
本
土
で
は
火
葬
が
は

や
っ
て
い
な
い
時
期
。
中
国
の
影

響
か
？
」
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
の

大
庭
康
時
氏
は
、
岐
阜
県
東
美
濃

産
の
灰
釉
陶
器
を
確
認
。「
灰
釉

陶
器
は
鴻
臚
館
や
博
多
な
ど
、
海

外
貿
易
が
盛
ん
だ
っ
た
場
所
で
は

出
土
し
て
い
る
が
、
西
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
出
な
い
。
な
ぜ
な
の
か

…
、
ち
ょ
っ
と
し
た
驚
き
だ
」
と

語
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
団
の
来
島
で
、
山

田
中
西
、
山
田
半
田
遺
跡
が
考
古

学
上
ま
た
、
歴
史
上
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ

た
。
出
土
し
た
遺
物
の
中
に
は
特

定
の
地
域
か
ら
し
か
出
土
し
な
い

古
代
、
中
世
の
陶
磁
器
片
が
多
数

あ
り
、
琉
球
大
学
の
池
田
榮
史
教

授
は
「
太
宰
府
の
出
先
機
関
が

あ
っ
た
可
能
性
」
を
指
摘
し
て
い

る
。

　

七
〇
一
年
、
大
宝
律
令
が
制
定

　

太
宰
府
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
山
田
中
西
・
山
田
半
田

遺
跡
を
一
月
十
四
・
十
五
の
両
日
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
や
太

宰
府
市
教
育
委
員
会
関
係
者
ら
二
十
人
が
視
察
に
訪
れ
た
。
十
四

日
に
は
「
喜
界
島
（
奄
美
）
の
歴
史
と
民
俗
を
語
る
夕
べ
」
が
中

央
公
民
館
で
あ
り
、
遺
物
の
鑑
定
を
行
っ
た
太
宰
府
市
教
育
委
員

会
の
中
島
恒
次
郎
・
山
村
信
榮
両
氏
は
「
国
の
施
設
や
都
（
平
安

京
）
で
出
た
遺
物
が
こ
こ
に
あ
る
。
九
州
本
土
で
も
な
か
な
か
出

る
も
の
で
は
な
い
。
驚
き
だ
」と
語
り
、
遺
跡
の
重
要
性
を
指
摘
し

た
。
会
場
に
は
約
百
三
十
人
の
町
民
が
訪
れ
、
考
古
学
の
専
門
家

の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

「
国
家
的
色
彩
の
強
い
遺
物
」

考
古
学
者
、
一
様
に
驚
き
の
声

遺物を鑑定する中島氏（中央右）、山村氏（同左）

ら　

人
が
山
田
中
西
・
半
田
遺
跡
を
視
察

２０

国
立
民
俗

博
物
館
員



（５）　平成１８年２月号

さ
れ
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
中
央

集
権
国
家
体
制
が
し
か
れ
る
。
九

州
に
は
大
宰
府
が
置
か
れ
、
九
州

の
行
政
、
外
交
、
軍
事
を
司
る
こ

と
に
な
る
。

　

文
献
上
、「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
」
が

初
見
さ
れ
る
の
は
九
九
八
年
の

『
日
本 
紀  
略 
』。「
大
宰
府
言
上
、

き 
り
ゃ
く

下
知
貴
駕
島

�

�

�

捕
進
南
蛮
由
」
と
あ

り
、
大
宰
府
か
ら
キ
カ
イ
ガ
シ
マ

に
南
蛮
（
ア
マ
ミ
）
追
討
の
下
知

（
命
令
）
が
下
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
研
究
者
か
ら
、
こ
の

「
貴
駕
島
」
が
「
喜
界
島
」
で
あ

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
調
査
で
一
段
と
そ
の

可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
の
律
令
体
制

が
ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
た
か
を
解

き
明
か
す
糸
口
と
な
り
そ
う
だ
。

※
Ⅲ
類　

太
宰
府
で
の
分
類

※
鴻
臚
館　

平
安
時
代
に
平
安
京

（
京
都
）、
難
波
（
大
阪
）、
筑
紫

（
福
岡
）
の
三
カ
所
に
設
置
さ
れ

た
外
交
施
設
。
筑
紫
の

鴻
臚
館
は
、
唐
や
新
羅

の
使
節
を
接
待
し
、
宿

泊
さ
せ
る
迎
賓
館
で
あ

り
、
遣
唐
使
や
遣
新
羅

使
が
旅
支
度
を
整
え
る

施
設
で
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
対
外
貿
易
の
窓
口

で
、
古
代
日
本
最
大
の

国
際
交
流
拠
点
で
あ
っ

た
。
九
世
紀
〜
十
一
世

紀
中
頃
。

 越  州  窯 系青磁�類（中国）
えつ しゅう よう

９C後半～１０C　山田中西遺跡
初期高麗青磁�類（朝鮮半島）
１１C後半　山田半田遺跡

定窯・けい窯系白磁�類（中国）
８C末～１０C中頃　山田中西遺跡

 灰  釉 陶器（岐阜県東美濃）
かい ゆう

１０C後半　山田半田遺跡
２号土坑墓から出土した白磁Ⅳ類（中国）
１１C後半～１２C前半　山田半田遺跡

 滑  石 製石鍋（長崎県 西  彼  杵 半島）
かっ せき にし そ のぎ

１０C～１４C　山田半田遺跡

３号土坑墓から出土した白磁（中国）
山田中西遺跡

 土  師  器 （本土産）
は じ き

９Ｃ～10C頃
カムィヤキ（徳之島伊仙町）

１１C～１４C

３号土坑墓から出土した白磁（中国）
山田中西遺跡

上空から見た山田半田遺跡の掘立柱群
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業
受
託
組
織
の
育
成
、
法
人
化
の

推
進
な
ど
が
基
本
方
向
と
し
て
定

め
ら
れ
た
。

　

政
策
見
直
し
後
の
生
産
者
の
収

入
は
、
取
引
価
格
（
糖
業
者
か
ら

支
払
わ
れ
る
品
代
）
に
よ
る
収
入

と
、
経
営
安
定
対
策
（
国
か
ら
直

　

新
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
最

低
生
産
者
価
格
は
廃
止
さ
れ
、
市

場
の
需
給
事
情
を
反
映
し
た
取
引

価
格
が
反
映
さ
れ
る
制
度
へ
と
移

行
す
る
。
ま
た
、
安
定
的
生
産
を

確
保
す
る
た
め
、
地
域
の
担
い
手

を
中
心
と
し
た
生
産
組
織
や
農
作

　

来
年
七
月
か
ら
の
新
制
度
移
行
に
向
け
た
「
さ
と
う
き
び

増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
地
意
見
交
換
会
」が
一
月
十
二
日
、
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
宮
腰
光
寛
農
林
水
産
副

大
臣
ら
農
水
省
の
担
当
者
と
県
、
町
、
農
協
、
生
産
者
の
代
表

が
意
見
を
交
わ
し
た
。
宮
腰
農
林
水
産
副
大
臣
は
「
農
政
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
あ
っ
た

増
産
計
画
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
」と
、
関
係
機
関
の
取
り
組
み
強
化
を
求
め
た
。
農
水
省
担

当
者
は
、
市
場
動
向
を
反
映
し
た
取
引
価
格
制
度
や
新
た
な

経
営
安
定
対
策
の
対
象
要
件
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
説
明
。
経
営
安
定
化
対
策
で
は
、
地
域
担
い
手
を
中
心

と
し
た
生
産
組
織
や
農
作
業
受
託
組
織
の
育
成
、
法
人
化
の

推
進
が
求
め
ら
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
は
担
い
手
育
成
組
織
の

立
ち
上
げ
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
全
農
家
の
実

態
調
査
を
早
急
に
行
い
、
生
産
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



国
、
生
産
構
造
の
転
換
求
め
る

新
制
度
移
行
に
向
け
意
見
交
換

さ
と
う
き
び
増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
地
意
見
交
換
会

宮
腰
光
寛 
農
水
副
大
臣

接
支
払
）
に
よ
る
収
入
の
二
種
類

で
構
成
さ
れ
る
。

　

取
引
価
格
は
、
市
場
動
向
（
甘

し
ゃ
糖
価
格
動
向
）
を
反
映
す
る

た
め
、
甘
し
ゃ
糖
の
価
格
を
生
産

者
と
糖
業
者
の
間
で
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
比
率
に
よ
り
分
配
さ
れ
る

（
収
入
分
配
方
式
）。
こ
の
取
引

価
格
は
生
産
者
（
Ｊ
Ａ
）
と
糖
業

者
と
の
間
で
結
ば
れ
る
が
、
分
配

比
率
に
つ
い
て
は
、
県
段
階
に
関

係
者
の
協
議
の
場
を
設
け
る
。

　

ま
た
、
経
営
安
定
対
策
の
対
象

者
に
は
要
件
が
あ
り
、
①
認
定
農

業
者
、
特
定
農
業
団
体
ま
た
は
こ

れ
と
同
様
の
要
件
を
満
た
す
組

織
、
②
収
穫
作
業
に
一
定
の
作
業

規
模
（
※
１
）
を
有
す
る
者
、
③

収
穫
作
業
に
一
定
の
作
業
規
模
の

共
同
利
用
組
織
（
※
２
）
に
参
加

し
て
い
る
者
、
④
①
も
し
く
は
②

の
要
件
を
満
た
す
者
ま
た
は
収
穫

作
業
に
関
し
、
一
定
の
作
業
規
模

を
有
す
る
受
託
組
織
若
し
く
は

サ
ー
ビ
ス
事
業
体
に
基
幹
作
業

（
※
３
）
を
委
託
し
て
い
る
者－

の
条
件
が
あ
る
。

　

受
託
組
織
が
存
在
し
な
い
地
域

に
お
い
て
は
、
三
年
間
（
平
成
十

九
〜
二
十
一
年
度
）
に
限
っ
て
、

地
域
の
キ
ビ
生
産
農
家
の
二
分
の

一
以
上
が
参
加
し
て
、
受
託
組
織

等
の
生
産
体
制
の
核
と
な
る
担
い

手
育
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
組
織
に
参
加
す
る
者
を
対
象
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
経
営
面
積
が
一
�
以

下
の
個
人
農
家
は
、
共
同
利
用
組

織
に
参
加
す
る
か
、
基
幹
作
業
の

一
部
を
委
託
す
る
か
、
担
い
手
育

成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
組

織
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
経
営
安

定
化
対
策
費
の
交
付
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。

　

農
林
水
産
省
は
、「
高
齢
化
に

伴
う
栽
培
管
理
の
粗
放
化
が
進
む

中
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
安
定
的
生

産
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域

の
担
い
手
を
中
心
と
し
た
生
産
組

織
や
農
作
業
受
託
組
織
の
育
成
、

法
人
化
の
推
進
が
必
要
」
と
し
、

生
産
構
造
の
転
換
を
強
く
求
め

た
。

　

増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
方

針
に
は
「
平
成
二
十
七
年
度
産
ま

で
に
収
穫
面
積
に
占
め
る
株
出
栽

培
の
面
積
を
一
割
程
度
増
加
さ
せ

る
と
と
も
に
、
株
出
栽
培
の
単
収

を
二
割
程
度
向
上
さ
せ
る
」
目
標

が
掲
げ
ら
れ
、
島
ご
と
の
増
産
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置
し
、
生

産
体
制
や
担
い
手
育
成
、
地
力
増

進
対
策
、
病
害
虫
対
策
、
干
ば
つ
・

台
風
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
の
方

策
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
そ
の
実
施
結
果
の
検

証
も
求
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
や
町
で
は

三
月
ま
で
に
、
農
家
の
実
態
調
査

を
行
う
と
と
と
も
に
、
増
産
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
く
生
産
計
画
を

い
そ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
１　

個
人
一
�
・
組
織
四
・
五

�
。
受
託
面
積
含
む

※
２　

特
定
さ
れ
た
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
よ
り
基
幹
作
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る

※
３　

耕
起
・
整
地
、
株
出
管
理
、

植
え
付
け
、
収
穫
の
う
ち
当

分
の
間
い
ず
れ
か
一
作
業



（７）　平成１８年２月号

�
ク
ラ
ス
だ
が
、
手
久
津
久
集
落

の
漁
師
・
藤
山
茂
樹
さ
ん
は
二
月

五
日
午
後
十
時
ご
ろ
、
中
里
沖
で

四
・
二
�
の
ミ
ズ
イ
カ
を
釣
り
上

げ
た
。
藤
山
さ
ん
は
、「
一
生
に

一
度
の
大
物
」
と
満
足
げ
。

　

仕
掛
け
は
魚
を
か
た
ど
っ
た

「
沖
縄
針
」と
い
う
木
製
擬
餌
針
。

主
に
磯
や
船
釣
り
で
使
う
。
潜
水

漁
師
の
藤
山
さ
ん
、
擬
餌
針
は
潜

水
中
に
見
つ
け
た
。
当
日
は
波
が

荒
い
の
で
潜
る
の
を
や
め
て
イ
カ

茨
城 

に
喜
界
ゆ
か
り
の
選
手

ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ー
ル
ズ

樋
口　

寿
人
さ
ん
（　

）
２３

　

今
年
の
四
月
か
ら
、
介
護
保

険
が
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
介
護
度
の
軽
い
高
齢
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
強
化
さ

れ
、「
介
護
予
防
」「
自
立
支

援
」
の
考
え
方
が
徹
底
さ
れ

ま
す
。

　
「
で
き
な
い
」こ
と
を
代
わ

り
に
し
て
あ
げ
る
の
で
は
な

く
、「
で
き
る
」
こ
と
を
増
や

す
こ
と
で
「
し
て
い
る
」
を

実
現
さ
せ
る－

を
目
標
に
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
前
に
、
ま
ず
、「
本

人
や
家
族
、
集
落
の
皆
さ
ん

の
努
力
や
協
力
が
あ
れ
ば
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
」

が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

筋
力
低
下
が
原
因
の
と
き
に

は
、
新
し
く
取
り
入
れ
ら
れ
た

運
動
機
能
向
上
の
サ
ー
ビ
ス
で

訓
練
を
行
い
ま
す
。
栄
養
改
善

や
、
口
腔
機
能
の
改
善
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

家
族
と
相
談
し
な
が
ら
、
本
人
が

で
き
る
だ
け
自
立
し
た
生
活
を
す

る
た
め
に
一
番
い
い
方
法
は
何
か

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
立
ち
上
が
り
や
起

き
上
が
り
は
き
つ
く
な
っ
て
き
た

け
ど
、
歩
く
の
は
ま
だ
大
丈
夫
と

い
う
高
齢
者
に
も
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
て
き
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら

は
、
要
介
護
一
ま
で
の
方
に

は
、
原
則
と
し
て
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

電
動
車
椅
子
、
電
動
ベ
ッ
ド
も

同
じ
よ
う
に
要
介
護
一
ま
で
の

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
は
、
経
過
期
間

も
あ
り
ま
す
の
で
担
当
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
て
下
さ

い
。

「
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
が
、
高
齢

者
の
人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
の

「
与
望
サ
ー
ビ
ス
」
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
、「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
、
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
、
六
十
五

歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
す
べ
て
の
相

談
に
応
じ
、
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

「できる」ことを増やそう

「一生に一度の大物」
藤山茂樹さん（ ）が釣る　手久

津久

引
き
に
出
、「
試
し
に
使
っ
て
み

た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
最
高
」。

思
わ
ぬ
拾
い
物
が
福
を
呼
ん
だ
。

　

巨
大
ミ
ズ
イ
カ
は
、
店
頭
に
並

ぶ
こ
ろ
に
は
二
万
円
ほ
ど
の
値
が

つ
く
。「
今
シ
ー
ズ
ン
は
あ
ま
り

揚
が
ら
な
い
」
と
い
う
が
、
昨
年

の
極
真
空
手
四
十
歳
以
上
の
部
門

で
、
全
国
二
位
の
猛
者
は
、
今
日

も
夜
の
海
で
獲
物
を
探
し
続
け

る
。

　

喜
界
島
の
冬
の

海
の
味
覚
と
言
え

ば
「
ミ
ズ
イ
カ
」。

正
式
名
は
「
ア
オ

リ
イ
カ
」と
い
い
、

キ
ロ
二
千
五
百
円

前
後
の
値
で
取
引

さ
れ
る
高
級
品

だ
。
沖
だ
け
で
な

く
、
磯
で
も
釣
れ

る
こ
と
か
ら
、
一

般
の
釣
り
師
に
も

人
気
が
あ
る
。

　

通
常
は
一
〜
二

　

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
萩
本
欽

一
さ
ん
率
い
る
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ー
ル
ズ
に
、
両
親
が
喜
界
島
出

身
の
選
手
が
い
る
。
樋
口
寿
人
さ

ん
（　

）
の
父
は
志
戸
桶
、
母
は

２３

荒
木
集
落
出
身
。
寿
人
さ
ん
は
小

学
校
二
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
、

高
校
は
名
門
大
阪
桐
蔭
に
進
学
。

一
時
は
元
大
リ
ー
ガ
ー
野
茂
英
雄

が
主
宰
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
て
い
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
入
団
に

は
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

入
団
テ
ス
ト
は
す
で
に
終
わ
っ
て

い
た
が
、
欽
ち
ゃ
ん
か
ら
一
打
席

チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
っ
た
。「
ヒ
ッ

ト
を
打
っ
た
ら
入
団
さ
せ
る
よ
」。

見
事
、
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
で
勝
負

強
さ
を
見
せ
た
寿
人
さ
ん
、
入
団

後
は
元
巨
人
・
鹿
取
義
隆
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
の
指
示
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に

専
念
。
社
会
人
野
球
と
は
い
え
収

入
は
少
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
「
年
間
百
試
合
を
こ
な
す

厳
し
い
世
界
」。
先
日
、
休
暇
で

訪
れ
た
両
親
の
故
郷
で
は
叔
父
の

店
を
手
伝
い
な
が
ら
久
々
に
の
ん

び
り
と
過
ご
し
、
鋭
気
を
養
っ

た
。
プ
ロ
野
球
選
手
と
い
う
夢
を

追
い
求
め
て
。

　

�
の
ミ
ズ
イ
カ

４．２



平成１８年２月号　（８）

　
「
野
草
の
お
話
と
野
草
つ
み

料
理
体
験
」
が
、
一
月
二
十
八

日
、
坂
嶺
生
活
館
で
行
わ
れ

た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
計

三
十
六
人
、
町
の
推
進
員
十
四

人
が
参
加
。
対
象
の
坂
嶺
校
区

子
ど
も
育
成
会
以
外
に
も
、
誘

い
あ
っ
て
い
ろ
ん
な
集
落
か
ら

集
ま
っ
た
。

　

野
草
・
薬
草
に
詳
し
い
町
嘱

託
獣
医
師
の
高
坂
嘉
孝
先
生
を

講
師
に
、
島
に
自
生
す
る
野
草

の
サ
ン
プ
ル
を
手
に
詳
し
い
説

明
を
受
け
た
後
、
坂
嶺
生
活
館

周
辺
の
野
草
探
索
と
野
草
つ
み

に
出
か
け
た
。
時
期
の
野
草
を

前
に
、「
野
草
に
は
食
用
や
薬

草
に
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
有

害
な
も
の
も
あ
る
」「
時
々
、
野
草

を
食
べ
る
こ
と
で
野
菜
で
は
代
替

で
き
な
い
自
然
の
恵
み
を
摂
取
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
野
草
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
自
然
の
害
益
を

知
る
と
同
時
に
島
の
自
然
の
豊
か

さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
摘
ん
だ
野
草
を
使
っ

て
食
生
活
改
善
推
進
員
・
健
康
づ

く
り
推
進
員
が
簡
単
な
野
草
料
理

を
紹
介
。
試
食
タ
イ
ム
で
は
あ
っ

と
い
う
間
に
料
理
は
な
く
な
っ
た

が
、
特
に
好
評
だ
っ
た
の
は
、
ボ

タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
の
て
ん
ぷ
ら
・
ツ

ル
ナ
の
卵
と
じ
・
ツ
ル
ナ
の
お
焼

き
・
ホ
ソ
バ
ワ
ダ
ン
の
白
和
え
。

　

こ
の
催
し
は
、
あ
ま
み
長
寿
子

宝
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
・
喜
界
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
本
年
度
の
活
動
項
目
の
一

つ
と
し
て
計
画
・
実
施
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
次
の
機
会
に
は

家
族
で
参
加
し
た
い
・
手
に
触
る

こ
と
も
な
か
っ
た
野
草
に
も
興
味

が
も
て
た
・
雑
草
と
見
て
い
た
野

草
が
い
ろ
ん
な
料
理
に
変
化
し
て

驚
い
た
・
散
歩
に
行
っ
た
ら
、
よ

く
見
て
、
野
草
摘
み
を
し
て
み
た

い－

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

※
農
薬
散
布
場
所
で
の
採
取
は
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
野
草
の
お
話
と

　
　
　

野
草
つ
み
料
理
体
験
」

ソ
ー
デ
ー
よ
り
ハ
ナ
サ

一
中
九
年
会
が　

歳
記
念
祝
賀
会

７３

れ
直
し
徐
々
に
膝
、
腰
、
最
後
は

胸
ま
で
つ
か
り
、
寒
さ
を
振
り
払

う
よ
う
に
、
大
き
な
声
で
稽
古
を

こ
な
し
た
。

　

浜
に
上
が
り
記
念
撮
影
が
済
む

と
、
さ
す
が
に
た
き
火
に
向
か
っ

て
一
目
散
。
用
意
さ
れ
た
ぜ
ん
ざ

い
で
冷
え
切
っ
た
体
を
温
め
た
。

　

昨
年
の
鹿
児
島
県
大
会
・
茶
帯

型
の
部
で
優
勝
し
た
三
浦
大
輝
く

ん
（
五
年
）
は
「
寒
い
け
ど
、
気

合
い
で
海
に
入
っ
た
。
体
も
心
も

引
き
締
ま
る
感
じ
が
す
る
」。

　

少
林
寺
拳
法
は
、
守
り
と
反
撃

か
ら
な
る
護
身
の
術
。
創
始
者
は

宗
道
臣
（
一
九
一
一
〜
一
九
八

〇
）。「
自
己
確
立
」
と
「
自
他
共

楽
」
を
説
き
、
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
イ
ヤ
な
も
の
は
イ
ヤ
と

言
え
る
自
信
と
勇
気
を
つ
け
、
人

と
人
が
協
力
し
合
う
楽
し
さ
を
学

ぶ
こ
と
に
修
練
の
目
的
を
お
い
て

い
る
。

寒
さ
な
ん
か
吹
き
飛
ば
せ

少
林
寺
道
場
が
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
寒
中
稽
古　

　

少
林
寺
拳
法
喜
界
道
場
（
界
田

満
仁
道
場
長
）
恒
例
の
寒
中
稽
古

が
一
月
八
日
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で

行
わ
れ
た
。
今
年
も
厳
し
い
寒
さ

の
中
、
幼
稚
園
児
か
ら
六
十
一
歳

ま
で
、
大
人
八
人
、
子
ど
も
二
十

五
人
が
海
に
入
り
、
気
合
い
の

入
っ
た
稽
古
を
見
せ
た
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
準
備
体
操
、
基

礎
稽
古
で
体
を
温
め
、
い
よ
い
よ

海
へ
。
子
ど
も
た
ち
は
一
瞬
、

「
寒
む
…
」。
し
か
し
、
気
を
入

　

今
年
、
古
希
を
迎
え
る
昭
和
九

年
生
の
一
中
校
区「
一
中
九
年
会
」

が
一
月
九
日
、「
七
十
三
歳
記
念

祝
賀
会
」
を
町
内
の
ホ
テ
ル
で
開

き
、
四
十
三
人
が
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

　

昭
和
九
年
生
の
小
学
校
時
代

は
、
ま
さ
に
戦
争
の
真
っ
直
中
。

発
起
人
の
倉
本
禎
彦
さ
ん
は
「
赤

木
の
下
で
ソ
ー
メ
ン
箱
で
勉
強
し

た
。
雨
が
降
れ
ば
家
へ
帰
さ
れ
、

一
番
苦
労
し
て
勉
強
し
た
時
代
」

と
厳
し
い
時
代
を
語
る
。

　

祝
賀
会
で
は
ま
ず
厄
払
い
を
し

全
員
の
健
康
、
長
寿
を
祈
願
、
カ

ラ
オ
ケ
や
舞
踊
で
楽
し
ん
だ
。最

後
は
荒
木
の
同
窓
生
が
八
月
踊
り

を
歌
い
、
全
員
で
輪
に
な
っ
た
。皆
、

「
生
声
の
八
月
踊
り
は
最
高
」
と
時

を
忘
れ
、
盛
り
上
が
っ
た
。

　

倉
本
さ
ん
は
「
ソ
ー
デ
ー
（
兄

弟
）
よ
り
ハ
ナ
サ
（
仲
が
よ
い
）。

何
で
も
話
せ
る
同
窓
生
」
と
、
苦

労
を
と
も
に
し
た
同
窓
生
の
絆
の

強
さ
を
強
調
す
る
。

　

六
月
に
は
全
国
同
窓
会
も
計
画

さ
れ
て
お
り
、「
今
か
ら
楽
し
み
」

と
ニ
ッ
コ
リ
笑
う
顔
は
、
古
希
と

は
思
え
ぬ
ほ
ど
若
々
し
く
輝
い
て

い
た
。



（９）　平成１８年２月号
　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り

に
出
し
た
り
廃
車
に
し
た
場
合
で

も
、
移
転
登
録
や
抹
消
登
録
が
済

ん
で
い
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も

元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
税

金
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
だ
移
転
・
抹
消
の
登
録
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
３
月
末
ま
で

に
必
要
な
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
の
登
録
手
続
に
つ
い
て
は

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

�
０
９
９
（
２
６
１
）
９
１
９
３

大
島
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

�
０
９
９
７
（
５
２
）
０
７
５
７

自
動
車
税
に
つ
い
て
は

県
自
動
車
税
管
理
事
務
所

�
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

ま
た
は
大
島
支
庁
財
務
課

�
０
９
９
７
（
５
７
）
７
２
２
５

　

平
成　

年
４
月
１
日
（
土
）
か

１８

ら
県
域
を
越
え
る
自
動
車
の
転
出

入
に
お
け
る
自
動
車
税
の
月
割
計

算
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

引
っ
越
し
や
売
買
に
よ
っ
て
自

動
車
の
ナ
ン
バ
ー
が
他
の
都
道
府

県
の
ナ
ン
バ
ー
に
変
わ
っ
て
も
、

そ
の
年
度
に
お
け
る
自
動
車
税
の

月
割
計
算
に
よ
る
還
付
や
新
た
な

課
税
が
な
く
な
り
ま
す
。

【
例
え
ば
】

　

４
月
１
日
現
在
に
住
ん
で
い
た

Ａ
県
で
自
動
車
税
を
納
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｂ
県
へ
引
っ
越
し
、
Ｂ

県
の
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
登
録
し
ま

し
た
。

　

今
ま
で
は
、
Ｂ
県
か
ら
は
自
動

車
税
が
月
割
で
新
た
に
課
税
さ

れ
、
Ａ
県
か
ら
は
自
動
車
税
が
月

割
で
還
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

平
成　

年
度
以
降
は
、
月
割
計
算

１８

に
よ
る
新
た
な
課
税
も
還
付
も
な

く
な
り
、
引
っ
越
し
先
の
B
県
か

ら
は
翌
年
度
分
か
ら
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
税
務
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
２
０
２

自
動
車
税
管
理
事
務
所

�
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

ま
た
は
、
大
島
支
庁
財
務
課 

�
０
９
９
７
（
５
７
）
７
２
２
５

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
と
は
、

小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
ま
た

は
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業
を

や
め
た
り
退
職
し
た
場
合
に
、
生

活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る

た
め
の
資
金
を
準
備
し
て
お
く
国

の
共
済
制
度
。「
経
営
者
の
退
職

金
制
度
」
と
も
い
わ
れ
、
掛
金
・

共
済
金
に
対
す
る
税
制
面
で
の
優

遇
措
置
や
掛
金
総
額
に
応
じ
て
各

種
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方

　

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が　

人
２０

以
下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は

５
人
以
下
）
の
個
人
事
業
主
お
よ

び
会
社
の
役
員
な
ど 

掛
金　

月
額
千
円
〜
七
万
円 

▽
問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
商
工
会
議
所
、
商
工

会
、
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、

金
融
機
関
の
本
支
店
な
ど 

【
問
い
合
わ
せ
先
・
関
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
】

県
庁
商
工
政
策
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
３
５ 

　

平
成　

年
分
の
確
定
申
告
の
準

１７

備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
期
限

間
際
に
な
り
ま
す
と
非
常
に
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の

申
告
と
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
と
納
税
の
期
限
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
所
得
税
・
贈
与
税

　
　
　
　

３
月　

日
（
水
）
ま
で

１５

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税

　
　
　
　

３
月　

日
（
金
）
ま
で

３１

　

所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
書
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
確
定
申
告
の
手
引

き
」
を
参
考
に
記
載
し
て
い
た
だ

く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
い
た
だ
き
、

申
告
と
納
税
は
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。 

　

な
お
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
は

「
贈
与
税
の
申
告
の
し
か
た
」
を

参
考
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
確
定
申
告
書
の
提
出

は
郵
送
な
ど
で
も
で
き
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先

大
島
税
務
署

�
０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
２
１

鹿
児
島
税
務
署

�
０
９
９
（
２
５
５
）
８
１
１
１

税
務
相
談
室
鹿
児
島
分
室

�
０
９
９
（
２
５
５
）
８
１
１
８

　

悪
質
な
ヤ
ミ
金
融
の
被
害
に
あ

う
方
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
借
入

れ
す
る
場
合
は
正
規
の
貸
金
業
者

か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
の
財
務
局
・
都
道
府
県
の

登
録
貸
金
業
者
で
す
か
？
（
登
録

番
号
を
詐
称
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
）

　

出
資
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
上

限
金
利
（
年
２
９
・
２
％
）
を
超

え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

融
資
前
に
保
証
料
な
ど
の
名
目

で
口
座
へ
の
振
り
込
み
指
示
を
す

る
よ
う
な
業
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
も
し
、
被
害
に
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
経
営
金
融
課　

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
４
６

九
州
財
務
局
鹿
児
島
財
務
事
務
所

�
０
９
９
（
２
２
６
）
６
１
５
５ 

自
動
車
の
名
義
変
更
・
抹
消
登

録
の
手
続
き
は
確
実
に
！

お
知
ら
せ

ヤ
ミ
金
融
な
ど
の
被
害
に
気
を

つ
け
て
！

確
定
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

お
早
め
に

小
規
模
企
業
共
済
制
度
加
入
促

進
強
化
期
間
（
平
成　

年
２
月

１８

　

日
〜
３
月　

日
）

１５

１５

変
わ
り
ま
す
！

自
動
車
税
の
「
月
割
計
算
」



平成１８年２月号　（１０）
　

奄
美
群
島
・
ト
カ
ラ
列
島
・
沖

縄
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
に
大
き
な

被
害
を
与
え
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
や
、
カ
ン
キ
ツ
類
に
被
害
を

与
え
る
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ

病
な
ど
の
病
害
虫
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
寄
主
と
な
る

サ
ツ
マ
イ
モ
・
ア
サ
ガ
オ
や
カ
ン

キ
ツ
類
の
苗
木
な
ど
は
、
法
律
に

よ
り
発
生
地
域
か
ら
未
発
生
地
域

へ
の
移
動
が
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　

こ
れ
ら
の
病
害
虫
が
ま
ん
延
し

な
い
よ
う
手
荷
物
や
小
包
等
で

「
持
ち
出
さ
な
い
」「
送
ら
な
い
」

「
送
っ
て
も
ら
わ
な
い
」
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
食
の
安
全
推
進
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
９
１ 

　

住
宅
金
融
公
庫
ロ
ー
ン
返
済
で

お
困
り
の
方
（
倒
産
な
ど
勤
務
先

の
事
情
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

方
、
家
業
の
不
振
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
方
、
病
気 
や
け
が
な
ど

に
よ
り
支
出
が
増
加
し
た
方
な

ど
）
に
つ
い
て
は
、
返
済
月
額
を

軽
減
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
た
は
住

宅
金
融
公
庫
に
、
遠
慮
な
く
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

�
０
９
６
（
３
８
７
）
２
０
０
０

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
麻
し

１８

ん
（
は
し
か
）
と
風
し
ん
の
予
防

接
種
が
２
回
接
種
制
度
に
変
更
に

な
り
、
対
象
年
齢
も
変
わ
り
ま

す
。

　

現
在
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予

防
接
種
の
対
象
者
（
生
後　

カ
月

１２

〜　

カ
月
ま
で
の
方
）
で
あ
っ
て

９０
も
、
来
年
度
か
ら
予
防
接
種
の
対

象
か
ら
外
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

保
護
者
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市

町
村
に
確
認
の
う
え
、
ぜ
ひ
今
年

度
中
に
お
子
さ
ん
へ
の
予
防
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
健
康
増
進
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
４

　

構
造
計
算
書
偽
造
問
題
に
関
連

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
築
物

の
構
造
の
安
全
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

総
合
相
談
窓
口

県
庁
建
築
課　

�
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
１
０

総
合
相
談
窓
口
（
鹿
児
島
市
内
）

鹿
児
島
市
役
所
建
築
指
導
課　

�
０
９
９
（
２
１
６
）
１
３
５
９

構
造
計
算
書
等
建
物
安
全
性
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口

（
社
）
県
建
築
士
事
務
所
協
会

�
０
９
９
（
２
２
３
）
６
３
６
３

（
社
）
県
建
築
士
会　

�
０
９
９
（
２
２
２
）
２
０
０
５

（
社
）
日
本
建
築
構
造
技
術
者
協

会
（
鹿
児
島
地
区
）　

�
０
９
９
（
２
２
６
）
７
３
７
３

県
建
築
構
造
設
計
事
務
所
協
会

�
０
９
９
（
２
２
８
）
６
７
８
４

県
庁
建
築
課　

�
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
１
０

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に
ご
協

力
を
！

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

　国民年金だより　
◆国民年金保険料は便利な口座振替で！
　国民年金保険料は口座振替を利用すると納め忘れがなく、また、毎月納めに行く手間が省けて便利です。
さらに、保険料は翌月末（末が金融機関非営業日のときは翌営業日）が納期限で、口座振替もこの日に振
り替えられますが、これを当月末の振替へ変更すると、毎月保険料が割引されます。平成１７年度に保険料
を口座振替にしていた方で、１３，５４０円振り替えられている場合は、すでに当月末払いになっています。
１３，５８０円振り替えられている場合は翌月末払いをされています。翌月末払いを、割引のある当月末払いに
変更する場合は、届出が必要です。
　さらにお得になる方法として口座振替の前納制度があります。口座振替前納には１年分前納と６カ月分
前納（４月～９月分と１０月～翌年３月分）ができます。平成１８年度の１年分と４月～９月分の口座振替前
納は、社会保険事務所に３月２０日必着です。金融機関に届出する場合は日にちがかかることがありますの
でご承知おきください。口座振替の前納を出し忘れてしまった、という場合は、納付書で前納することが
できます。口座振替の前納より割引額は少なくなりますが、毎月納めるよりもお得です。口座振替の手続
きはお近くの社会保険事務所または金融機関へ。
◆異動の際は、届出を忘れずに！
　春は、就職・転職・進学など、異動の多い季節です。下記のような場合は届出が必要になりますので忘
れずに提出してください。
  ①２０歳になったとき②離婚や収入増で配偶者の扶養から外れたとき③退職したとき④配偶者に扶養され
るようになったとき④厚生年金保険や共済組合に加入する⑤就職したとき（手続きや相談の際は、年金手帳
や印鑑を持参してください）。

鹿児島社会保険事務局年金課　�０９９－８１２－０１５１

住
宅
金
融
公
庫
ロ
ー
ン
返
済
で

お
困
り
の
方
へ

マ
ン
シ
ョ
ン
の
構
造
安
全
性
等

に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

春季全国火災予防運動
（３月１日～７日）

　例年、３、４月は空気が乾燥し、風

の強い日が多く、火災の発生しやすい

時期。日ごろの防火意識を再確認し、

火の取り扱いには細心の注意を払いま

しょう。



（１１）　平成１８年２月号

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

年
育
成
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
太

平
洋
戦
争
時
の
疎

開
が
縁
で
姉
妹
町

盟
約
し
て
い
る
菱

刈
町
と
の
交
流
を

主
に
、
次
世
代
の

喜
界
町
を
担
う
心

豊
か
で
た
く
ま
し

い
青
少
年
の
育
成

を
図
る
こ
と
。　

今
回
は
、
町
内

各
学
校
か
ら
参
加
申
込
み
の
あ
っ

た
小
学
生
十
二
人
、
中
学
生
三

人
、
高
校
生
二
人
が
参
加
、
生
涯

学
習
課
職
員
、
保
健
師
が
引
率
し

ま
し
た
。

　

一
月
三
日
（
一
日
目
）

　

湾
港
待
合
室
で
結
団
式
を
行

い
、
第
一
中
三
年
の
幸
里
菜
子
さ

ん
が
こ
の
事
業
に
対
す
る
決
意
表

明
を
し
ま
し
た
。

　

一
月
四
日
（
二
日
目
）

　

知
覧
町
の
武
家
屋
敷
を
散
策
し

た
あ
と
、
特
攻
平
和
館
や
ホ
タ
ル

館
で
館
長
か
ら
説
明
を
受
け
、
戦

争
の
悲
惨
さ
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
菱
刈
町
役
場
を
表
敬

訪
問
し
、
喜
界
高
校
三
年
の
久
永

千
恵
さ
ん
が
代
表
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

一
月
五
日
（
三
日
目
）

　

朝
一
で
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
「
未

来
館
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
山
手
に
あ
る
た
め
、
周
り

に
は
雪
が
積
も
っ
て
お
り
、
辺
り

一
面
銀
世
界
で
し
た
。
雪
を
身
近

　

平
成
十
八
年
一
月
三
日
（
火
）

か
ら
一
月
七
日
（
土
）
ま
で
の
四

泊
五
日
の
日
程
で
「
き
か
い
っ
子

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
旅
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
趣
旨
は
、
町
青
少

四　

そ
の
他

　

申
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て

は
、
中
央
公
民
館
（
澄
田
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
六
五

－

〇
二
二
九

　

奄
美
奨
学
会
の

　
　
　
　

奨
学
生
募
集

　

奄
美
奨
学
会
で
は
、
今
春
高
校

を
卒
業
し
進
学
す
る
奄
美
群
島
出

身
の
学
生
の
う
ち
、
学
術
優
秀
・

品
行
方
正
・
心
身
健
康
で
あ
り
な

が
ら
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
者
に
対
し
て
奨
学
資
金
の
援

助
を
し
て
い
ま
す
。
奨
学
金
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
お
よ

び
詳
細
に
つ
い
て
町
教
育
委
員
会

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
六
五－

一
一
一
一
（
内
線

五
二
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
作
業
・

　
　
　
　
　
　

整
理
作
業
員
募
集

　

平
成
十
八
年
四
月
中
旬
か
ら
平

成
十
八
年
九
月
末
ま
で
埋
蔵
文
化

財
（
遺
跡
）
発
掘
調
査
お
よ
び
整

理
作
業
を
実
施
す
る
に
伴
い
、
作

業
員
を
募
集
し
ま
す
。

一　

募
集
人
数

　

発
掘
調
査
：
三
十
人

　

整
理
作
業
：
五
人

二　

募
集
条
件
（
平
成
十
八
年
四

月
一
日
現
在
の
年
齢
）

　

発
掘
調
査
：
満
七
十
歳
以
下
の

健
康
な
方

　

整
理
作
業
：
満
五
十
歳
以
下
の

健
康
な
方

三　

申
込
期
限

　

発
掘
調
査
・
整
理
作
業
と
も
に

平
成
十
八
年
三
月
十
六
日
（
木
）

午
後
五
時
ま
で

初めての雪に大感激
きかいっ子アドベンチャーの旅

菱
刈
町
長
を
表
敬

訪
問

　
　
　
　
　
　
　

で
見
る
の
は
初
め
て
の
子
ど
も
が

ほ
と
ん
ど
で
、
早
速
雪
合
戦
や
雪

だ
る
ま
作
り
で
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
空
き
瓶
に
砂
で
模
様

を
つ
け
る
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
を
体
験
し
た

り
、
施
設
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
喜
界
高
校
三
年

の
久
保
恭
平
さ
ん
の
代
表
挨
拶
の

あ
と
菱
刈
の
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ッ
ズ

の
児
童
生
徒
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

初めて触れる雪に大喜び

　

一
月
六
日
（
四
日
目
）

　

鹿
児
島
市
に
移
動
し
て
観
覧
車

や
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
月
七
日
（
五
日
目
）

　

喜
界
島
に
全
員
無
事
到
着
し
て

解
団
式
を
行
い
、
第
一
中
二
年
の

隈
崎
絵
美
子
さ
ん
が
お
礼
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
学
校
で
の
体
験
発
表

等
で
他
の
友
達
へ
の
還
流
や
菱
刈

町
の
友
人
と
の
交
流
を
続
け
て
も

ら
え
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。

菱刈町の子どもと交流

特
攻
平
和
館
で
戦
争
を
学
ぶ

　
　

　

　

　

　

　



平成１８年２月号　（１２）

新
し
き
年
を
迎
え
て 
八  
十  
路 
な
か

や 

そ 

じ

ば
生
か
さ
れ
る
身
の
あ
り
が
た
か

り
き　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

冬
の
日
は
ポ
ツ
リ
と
落
ち
て 
外 
も

と

内
も
薄
墨
色
に
今
日
の
幕
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
ヨ
シ
子

冬
の
日
の
夜
更
け
の
街
を
救
急
車
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父＝涼次　母＝咲也香
＜塩道＞

 小  野 　 賢  志 朗   　くん

お の けん し ろう

（６歳２ヵ月）

　

月
届
出

１０

社
協
だ
よ
り

（平成１８年１月３１日現在）

世帯数……３，８０３戸（△１０）

人　口……８，５０３人（△１９）

　男　……３，９７３人（△３）

　女　……４，５３０人（△１６）

　　（　　）は前月比　　

（（（

 
島  
袋 　
 
七  
海 
翔
   

　

く
ん
（
１
歳
１
カ
月
）

し
ま 
ぶ
く
ろ 

な 

な 

と

　喜界島にきてもうすぐ３年。

小さい頃は甘えん坊の恥ずかし

がり屋でママから離れなかった

のに、今では赤連グラウンドを

友達と元気に走りまわっていま

す。これからもたくましく、の

びのびと育っていってほしいで

す。（父・母）

　島袋家の長男・七海翔は食欲

旺盛のシシィボー。周囲の人た

ちみんなに可愛がってもらえる

幸せ者です。たくましく、思い

やりのある優しい男の子になっ

てほしいと願っています。（父・

母）

父＝信一郎　母＝優子 ＜赤連＞


